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＜会合の概要＞  

 「経営委員会による受信者意見聴取」の平成28年度第1回は、松山放送局

で実施し「経営全般」「放送」の2つのテーマについて、公募による33名の

視聴者から意見を聴取した。  

 

＜会合の名称＞  

 「視聴者のみなさまと語る会」ｉｎ松山  

 

＜会合日時＞  

 平成28年4月9日（土） 午後2時～午後4時  

 

＜出席者＞  

  〔参  加  者〕視聴者の皆さま33名  

〔経営委員〕  浜田  健一郎  委員長  

井伊  雅子    委員  

森下  俊三  委員  

〔執  行  部〕  坂本  忠宣    理事  

安齋  尚志    理事  

泉谷  八千代  松山放送局長  

〔  司   会  〕  徳田  章     エグゼクティブ・アナウンサー   

 

＜会場＞  

 松山放送局 第1スタジオ  

 

＜開催項目＞  

 以下のとおり進行した。  

 

1 開会あいさつ  

2  経営委員による説明  

協会の基本方針、その他協会の運営に関する重要な事項について  

3  意見の聴取  

(1) NHKの経営全般について  

(2) NHKの放送について  

4  閉会あいさつ  

「視聴者のみなさまと語る会」終了後、「『あさが来た』ドラマ制作の

舞台裏」出演：佐野元彦  ｴｸﾞｾﾞｸﾃｨﾌﾞ・ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰによる講演会を開催した。  
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＜概要・反響・評価＞  

○ 公募の結果、はがき、ホームページなどを通じて46名から参加の申し

込みがあった。  

 

○ 語る会には、33名が参加し、「経営全般」と「放送」の2つのテーマに

ついて意見や提言を募った。  

 

○ 参加者からは、「経営計画で掲げた重点方針の実現に向けた取り組み」

「会長の適格性と経営委員会の責任」「受信料の公平負担の徹底」「地域

放送の拡充」「新年度の取り組み」など、多岐にわたる意見や提言が寄せ

られた。  

 

 

○ 語る会終了後に行ったアンケートには、32名から回答があった。主な

アンケートの結果は次のとおり  

 

＜参加者の満足度＞  

  ｢大変満足｣10名、「満足」16名、「普通」3名、「不満」2名  

（未記入1名）  

 

＜経営委員会の仕事について＞  

  「今回のイベントに参加して、経営委員会の活動について理解が深まり

ましたか」との質問に対し、「経営委員会の活動について理解が深まっ

た」との回答が25名からあった。  
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 ≪協会の基本方針・重要事項の説明≫  

 

（井伊委員）  

初めに、経営委員会の役割についてご説明いたします。  

経営委員会の役割は、放送法に明文化されており、NHKの経営の基本方

針などの議決や、会長以下、NHK執行部の役員の職務の執行を監督するこ

となど、NHKの経営に対して大変重い責任を負っています。  

こうした役割を持つ経営委員会の委員は、衆参両議院の同意を得て、内閣

総理大臣より任命されます。  

委員の選任に当たっては、教育、文化、科学、産業、その他の各分野およ

び全国各地方が、公平に代表されることを考慮しなければならないと、放送

法で定められています。  

経営委員の任期は3年です。再任されることもあります。委員の定数は12

名ですが、この4月に文化庁長官に就任されました前東京芸術大学学長の宮

田亮平氏がご自身の申し出により退任されましたので、現在11名が経営委

員を務めています。  

また、経営委員の中から監査委員が任命されることになっており、経営委

員を含めた役員の職務の執行を監査する役目を担っています。現在、その監

査委員は、上田委員、佐藤委員、森下委員の3名が務めています。  

そして、経営委員がただいま申したような重責を果たすため、視聴者の皆

さまのご意見を直接伺うことも、放送法に定められています。  

本日はその機会として、皆さまにNHKに対する忌憚のないご意見をお聞

かせいただく前に、「経営委員が協会の基本方針や重要事項を説明するこ

と」という定めもありますので、平成27年度から29年度、3か年のNHK経

営計画と、平成28年度収支予算と事業計画について、簡単に触れさせてい

ただきます。  

まず、平成 27年度から 29年度、 3か年のNHK経営計画についてです。

NHKでは、東京オリンピック・パラリンピックが開催される2020年を見据

え、NHKが今後進むべき大きな方向を、「NHKビジョン『信頼をより確か

に、未来へつなぐ創造の力』」としてまとめました。  

世界から注目が集まる2020年に、最高水準の放送・サービスを視聴者の

皆さまにお届けし、「より身近で信頼できるメディア」となることを目指し

ます。そして2015年度からの3か年を、このビジョンの実現に向けた第一ス

テップと位置づけ、経営計画として5つの重点方針を掲げました。  

重点方針の1つ目は、「判断のよりどころとなる正確な報道、豊かで多彩

なコンテンツを充実」です。これは公共放送NHKの根幹となる放送・サー
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ビスを、視聴者の皆さまの幅広い期待やニーズに応えて、充実・強化してい

くものです。  

重点方針2つ目は、「日本を世界に、積極的に発信」です。情報の国際化

が進む中、日本の政治、経済、社会、文化などの正確な情報を世界に届け、

日本を正しく理解してもらうことは、公共放送のとても大切な役割であり、

国際発信の強化に重点を置いて取り組みます。  

重点方針3つ目は、「新たな可能性を開く放送・サービスを創造」です。

パソコンやスマートフォンなど携帯端末でもNHKの情報や番組などに接し

てもらうため、インターネットを活用したサービスを強化します。また、

8Kスーパーハイビジョンについて、先導的な役割を果たしていきます。  

重点方針4つ目は、「受信料の公平負担の徹底に向け、最大限努力」です。

「支払率80％」「衛星契約割合50％」の達成を目指し、受信料制度の理解

促進活動に取り組むとともに、営業改革を一層推進し、過去最高の支払率の

達成に努めます。  

最後の 5つ目の重点方針は、「創造と効率を追求する、最適な組織に改

革」です。放送・サービスの強化・充実を図るためには、創造と効率をとも

に追求する組織を目指す改革を進める必要があり、関連団体を含めたNHK

グループ全体の業務体制の改革を推進してまいります。  

また、男性・女性を問わず、多様な働き方ができる職場改革に努めます。  

そして、3か年の収支計画については、受信料をはじめとする収入の増加

を確保し、重点方針で取り組む放送・サービスの強化、そして放送センター

の建て替えや2020年の東京オリンピック・パラリンピックなど、将来の備

えに充てるとともに、さらなる業務全体にわたる見直しを行い、経常経費を

削減し、重点事項に充てていきます。以上が3か年経営計画の全体像です。  

今後、この経営計画の着実な実行が何よりも重要です。経営委員会は、執

行部と協力し、よりよい経営の実現に向けて努力を重ねてまいります。  

続いて、平成28年度の取り組みについてです。  

平成28年度は、3か年経営計画の2年目であり、経営計画の5つの重点方針

に沿った事業運営を着実に実施してまいります。事業収入は、受信料収入の

増加などにより、前年度予算に対して185億円の増収となる7,016億円を見

込みます。事業支出は、番組の充実やスーパーハイビジョンの推進などに、

事業収入の増収分を重点的に配分するとともに、給与の削減をはじめ、事業

運営の一層の効率化を推進することで、前年度予算に対して167億円増とな

る6,936億円としております。  

以上により、事業収支差金は80億円となり、全額を東京・渋谷の放送セ

ンターの建て替えなどに備え、建設積立資産に組み入れます。また、放送セ
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ンターの建て替えについては、現有地での建て替えが決まっていますが、建

設積立資産の積み立ての考え方については、放送センターの建て替え計画が

具体化した時点で見直すこととしています。  

経営委員会としては、平成28年度予算の執行に当たり、コンプライアン

ス意識の徹底と受信料の重みを改めて自覚し、コスト削減や効率的な事業運

営を心がけること、新放送センターの建て替え計画が具体化した時点で、収

支を見直し、直近の予算・事業計画に反映した上で、遅滞なく経営委員会に

報告するよう求めています。  

ただいまご説明いたしました3か年経営計画および28年度収支予算、事業

計画を着実に実行するためにも、視聴者の皆さまからいただくご意見やご要

望は、大変貴重なものになると考えています。  

本日、松山放送局にお集まりの皆さまから頂戴するご意見、ご要望は、私

ども経営委員全員はもちろん、執行部とも共有し、今後のNHKの経営に反

映していきたいと考えています。本日は、よろしくお願いいたします。  

 



 

6 
 

≪視聴者のみなさまからのご意見とNHK側からの回答≫  

 

第一のテーマ：NHKの経営全般について  

 

【会場参加者】  

経営委員は、国会の同意により選ばれるとのことですが、国会に提出され

る人事案は、どこで作成されているのでしょうか。  

 

（浜田委員長）  

内閣で作成し、国会に提出されます。  

 

【会場参加者】  

経営計画の重点方針に「最適な組織に改革」とありますが、その改革は、

どの辺りまで進んでいるのでしょうか。さまざまな問題も発生しており、

「最適な組織」というイメージができなかったのでお伺いします。  

また、女性活躍推進法に照らしあわせて、どのような女性活躍のイメージ

を持っているのでしょうか。また、非正規職員の状況について教えてくださ

い。  

 

（浜田委員長）  

NHK では、東京オリンピック・パラリンピックの際に新たに増える業務

に対し、人員増ではなく、業務量と要員のバランスを整える「全体最適」の

施策を進めています。  

ただし、単に人員を減らすということではなく、例えば、松山局が四国の

他の放送局の支援をしながら、質を低下させずに業務を遂行するために最適

な体制となるように、進めています。  

また、賃金体系の合理化にも取り組んでおり、5 年間で 10％の人件費を

減らすべく、1 年ごとに 2％ずつ人件費を引き下げています。  

皆さまの受信料で成り立つ NHK として、業務の執行に当たり無駄な出費

を減らして最適な人員で取り組んでいくことは、当然必要な話だと思ってい

ますので、経営委員会は、執行部の取り組みを支持しています。  

 

（森下委員）  

私は、監査委員として、改革の進捗をチェックする立場ですが、まずは、

効率化を進めることが大切だと思っています。  

例えば四国では、松山放送局に集中した結果、松山以外の四国の放送局で
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制作された番組の質が低下していないかどうか、内部監査室から報告を受け、

監査委員会でチェックしています。  

また、効率化と同時に番組制作能力をどのようにして高めていくか、とい

う視点を持っています。  

よい番組を制作しなければ、視聴者の期待には応えられず、海外との競争

にも勝てません。現在のように非常に複雑な時代では、正確な情報をできる

だけたくさん出していく必要があります。  

制作能力を上げていくということと、効率化を高めるということは、若干、

相反するところがありますが、両方とも実現していかなければならないと考

えています。  

そして、経営委員会や監査委員会の立場から、関連団体で不祥事が発生し

ていることについて調査し、執行部に改善策を求め、その改善策が理にかな

っており、実行できるのかどうかをチェックしています。  

まだまだ、最適な組織にはなっていないと思っていますが、執行部におい

て積極的に取り組んでいる、という認識を持っています。  

 

（泉谷局長）  

私は、松山に赴任する前は、人事局でワーク・ライフ・バランス推進事務

局長をしておりました。女性の活躍推進を含めた NHK 全体の働き方の改革

という任を担っていましたので、私からご説明させていただきます。  

NHK では、これまで、男女ともに働き方の改革を進めており、4 月から

の法律の施行に先立ち、昨年 1 月には、女性管理職についての数値目標を

公表しています。  

その内容は、2030 年には女性管理職 30％を目指し、2014 年には大体

5.2％ぐらいだった女性管理職の比率を、2020 年には倍以上の比率にする、

ということです。  

数値目標を完遂するためには、女性が仕事を辞めずに活躍できるようにす

ること、子供を産んでも仕事ができるようにするための環境の整備や働き方

の改革を進めていくことが大事です。  

現在、管理職のうち、女性が占める割合は 6.1％で、そのうち本部に 3 名、

地方局には 9 名の女性局長がいます。NHK は、社会的影響力が大きい組織

だと思っていますので、NHK が働き方改革を進め、環境や制度を整えてい

くことを見ていただきたいと思っています。  

 また、非正規職員の方につきましても、できるかぎり待遇をよくしていく

よう、環境整備に努めていきたいと思っています。  
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【会場参加者】  

 会長の国会答弁を見ていると、答弁を棒読みしているように思える。その

ような答弁しかできない人は、NHK のトップとしての資質に欠けていると

思います。  

また、一般企業の場合は、株主に配当するために利益を出すことを第一に

考えますが、NHK では利益は関係ない、と考えると、経営委員には経営の

ノウハウが必要とは思えません。  

現在の経営委員は、企業の経営者や学者の方が務めていますが、視聴者か

ら見ると、放送業界のことがわかる人がいなければ畑違いの人ばかりに見え

てしまいます。放送業界の人を経営委員の中に入れるような工夫をしてはい

かがでしょうか。  

 

（浜田委員長）  

放送法において、「放送事業者の役職員は、経営委員となることはできな

い」と定められています。  

また、会長の任命は、経営委員会の大きな仕事の一つです。現会長の任期

は、来年1月までとなっていますので、7月か8月辺りから次期会長選考のた

めの指名部会が立ち上がり、会長の選考が始まっていくのではないかと思っ

ています。  

いずれにせよ、会長の任命については、放送法にのっとって自律的に合議

によって進めていくことに尽きる、と思っています。  

 

【会場参加者】  

 放送法は大事にしなければいけませんが、組織を改善していくシステムが

ない場合、「それは法律で決まっています」いうことでは、改革はできませ

ん。もっと柔軟性を持ち、放送法の一部を改善しなければ、いつまでも変わ

らないと思います。  

 

（浜田委員長）  

大変貴重なご意見だと思いますが、経営委員会は、法律をつくる立場では

ありません。  

私たちは、国会で議決された法律に基づいて、経営委員としての職務を遂

行する立場でありますので、放送法を改定することはできません。  

 

【会場参加者】  

会長の任期は3年とのことですが、過去に経営委員会の権限で会長を罷免
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したケースはあったのでしょうか。  

現在の会長は、率直に申し上げて品格に欠けるような気がしており、この

ような声がたくさんあると思います。会長に対するチェック機能はないので

しょうか。  

執行部の監視監督という役割も経営委員会の大切な仕事とのことでしたが、

経営委員会が会長を選んだ以上、経営委員会に責任があるのではないでしょ

うか。この点に関して、どのような考えをお持ちなのか教えていただきたい。  

 

（浜田委員長）  

今のようなご懸念については、国会でもたびたび質問を受けており、経営

委員会としても、大変残念なことだと思っています。  

受信料で成り立つNHKのトップの言動というのは、大変大きな影響力が

あるという前提で発言していただきたいと考えており、会長に対して、公共

放送のトップとしての責任を再確認していただき、さまざまな意見に対して

も誠意を持って対処するよう、これまでにも、注意や申し入れを行ってきま

した。  

会長以下、執行部の監視監督という役割も経営委員会の大きな仕事の一つ

ですので、引き続き役割を果たしていきたいと思っています。  

また、会長を罷免する権限は、経営委員会にありますが、過去に罷免をし

たケースはない、と思っています。  

 

（森下委員）  

例えば会長のタクシー問題や関連団体の土地取得問題が出た際、監査委員

会で調査し、調査報告書を経営委員会に出し、経営委員会で議論し、協会側

や会長に対して、改善・対処を指示しています。  

経営委員会として会長と議論する場を持っており、会長の真意を尋ねるな

どの対応をしています。言動については、個人の発言の自由もありますので、

難しい部分もありますが、監査委員の立場でも不適切なことがあれば、常に

チェックしています。  

現在は民間企業出身者が会長を務めていますが、NHKの中から会長にな

ることもあります。しかしながら、改革を進めなければならないときに、中

の人間ではなかなか改革がしにくく、全く違う立場の人のほうが、改革が進

みやすいこともある、と思っています。  

いろいろな要素があって、今回も前回も、民間企業出身の方が会長になっ

ていますが、常に民間企業出身者が会長になればよい、ということではなく、

会長の選任に当たっては、その時期に協会をけん引するために最適な人を選
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ぶということになると思っています。  

 

【会場参加者】  

受信料についてネットで調べたところ、4分の1の方が受信料未払いであ

るということを知り、未払いが通用してしまっていることを不思議に思いま

した。  

NHKでも経営努力をしているとは思いますが、公平に受信料を支払って

もらうことができれば、もう少し受信料が安くなるのではないでしょうか。  

マイナンバーを活用し、税金のように徴収するという意見もあるようです

が、NHKは公共放送であり、公平負担を徹底してほしいです。  

 

（坂本理事）  

公共放送NHKは、受信料によって成り立っており、業務の効率的な運営

に主眼を置きながら、全体の機能強化、広域的な活用に向けて、無駄を省く

べく、取り組んでいます。  

また、皆さまにお支払いいただいた受信料の温かみ、重みを受け止めると

ともに、人件費の抑制などに努めているところです。  

受信料の公平負担については、現3か年経営計画の「5つの重点方針」に

ありますように、公平負担に向けた取り組みを強化し、支払率を現在の約

76％から80％に向上させるよう、着実に進めているところです。  

 また、全体の受信契約数に占める衛星契約数の割合を50％まで向上させ

ること、受信料のお支払いをお願いしてもなお、お支払いいただけない方に

ついて民事訴訟を提起するなど、さまざまな取り組みを進めており、公平負

担の徹底に向けて、力を注いでいるところです。  

 

（井伊委員）  

民放では、スポンサーに配慮しなければならない場合があると思いますが、

受信料を税金のように徴収した場合、国に配慮した放送になってしまう可能

性があります。  

公共放送というのは、「世の中に伝えるべきことを伝える放送を、国民・

視聴者の皆さまが支える」というものだと思っています。これは、経営委員

というより経済学者としての意見ですが、「受信料制度は、最もすぐれた制

度ではないかもしれませんが、それにかわる制度はなく、現在、考えられる

中ではベストな方式なのではないか」とも思っています。  

受信料制度だからこそ、時の政権のものではなく、国民・視聴者の皆さま、

私たちのものであり、きょうの「語る会」のように、皆さまに自由に意見を
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言っていただくことができるのだと思います。  

やはり受信料制度をどのようにして支えていくのか、ということが非常に

大切なことだと思っています。  

 

（浜田委員長）  

平成24年10月に、NHKは受信料を7％値下げしました。今回の経営計画

の中には、値下げの計画は入っていませんが、それは、渋谷の放送センター

の建て替え、東京オリンピック・パラリンピックの準備など、多額の支出が

予測される案件があるためです。  

しかし、経営委員会としては、放送センターの建て替え計画について成案

を得た時点において収支計画を見直すよう、執行部に求めています。  

 

【会場参加者】 

なぜ、受信料はこのような金額に決められているのでしょうか。 

 

（浜田委員長） 

受信料の料額は、NHKの事業運営に必要となる事業支出など総括原価に

対し、収入全体が見合うように設定する「総括原価方式」を基に設定され、

国会で承認されることにより、決定されます。 
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第二のテーマ：放送について  

 

【会場参加者】  

最近、「孤独死」が問題になっていますが、受信料徴収の際に地域の方と

接することで「受信料の支払いを通じて、孤独死を防ぐ」という、地域を見

守るような仕組みがあればよいのではないでしょうか。  

また、引きこもりの人に対して、番組を通じて「DVなど暴力、いじめを

してはいけない」ということを伝えたり、教育番組によって勉強の遅れをカ

バーすることができるのではないか、と思っています。これからも期待して

います。  

 

（安斎理事）  

「孤独死」については、これまでにも孤独死を防ぐための地域の取り組み

について、具体的な事例を紹介するような番組を放送しています。  

また、DVについても、具体的な事例を取り上げながら、「悩んでいるの

は自分だけではない」ということを、見ている方に感じていただき、「困っ

たときにはここに連絡してください」という情報をお伝えしています。  

いじめ問題への取り組みについては、『いじめをノックアウト』という番

組で、「私はこのようにして、いじめをノックアウトします」という宣言を

全国の小中学生にしていただき、これまでに100万件を超える宣言をいただ

いています。  

このような取り組みと同時に、  『NHK for School』という、小中学生向

けの教材を5分から15分ぐらいにまとめ、インターネットで提供する取り組

みを行っています。今後、学校に配布される予定のタブレット端末に

『NHK for School』のアプリをダウンロードすることで、教材を学校で一

斉に見たり、帰宅後に復習・予習ができるように取り組んでいます。  

 

【会場参加者】  

学生だけでなく、「40歳の人には、このような番組があります」という

ようなことも提供していただきたいと思います。  

 

（安斎理事）  

NHKでは、放送だけではなく大量のデータも提供できる8K放送に向けて

取り組んでおり、例えば「 40歳の方が 20歳のときに見ていた番組が見た

い」と設定すると、20年前の番組が表示され、番組の一部を見ていただけ

るような仕組みの開発に取り組んでいきます。  
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（森下委員）  

先ほど、井伊委員による説明の中で、「放送と通信の融合」という話があ

りましたが、インターネットとの同時再送信も含めて、どのようなサービス

を提供していくか、ということが大きな課題になっています。  

放送とインターネットサービスの融合のひとつに「ハイブリッドキャス

ト」という仕組みがありますが、さらにその先は、放送した内容をインター

ネットで取り出したり、先ほどのご発言にもありました「見守り」というこ

とが実現する可能性が十分あると考えています。  

他の放送事業者との関係や事業の認可の問題などもあり、サービスとして

どこまで提供できるのか定かではありませんが、放送とインターネットが連

携したサービスには、大きな可能性があると思っています。  

新しいサービスについて、皆さまからいただいたご意見を伺いながら、執

行部において具体的に検討していくものと考えています。  

 

【会場参加者】  

日本語に訳しにくいという言葉は仕方がないとしても、あまりにもカタカ

ナことばが氾濫しすぎています。  

辞書を引かなければわからないことばもあり、カタカナことばではない表

記に努めるようにしてもらいたいと思います。  

 

（坂本理事）  

今、いただきましたご意見は、視聴者の皆さまから多くいただくご意見の

一つです。  

放送は、わかりやすく伝えることが基本ですので、英語などは、できるだ

け日本語に訳して、工夫をしながら伝えています。  

できるかぎり、わかりやすく伝えられるよう、これからも工夫していきた

いと思っています。  

 

（司会）  

インターネットの時代に入って、日常、用いられているような、「ブロ

グ」や「ホームページ」ということばは、そのままお伝えしても、ご理解い

ただけるかもしれません。また、「イノベーション」や「グローバルスタン

ダード」ということばについても、そのままお伝えすることで、イメージし

やすかったり、伝わりやすい面もあります。  

私も「ラジオ深夜便」を担当していますが、ご高齢の方もお聴きになって
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いることを考えて、「グローバルスタンダード」と言ったらすぐに「世界標

準」と置きかえるなど、特にアナウンサーであれば、肝に銘じているはずで

す。  

「コンテンツ」と書いてあることでも、「番組内容」などと言いかえれば

済むことですので、なるべくそのように言い換えていきたいと思っています。  

特に若いアナウンサーだと、学校で学んだことがそのまま身についている

ので、カタカナことばを使うことが多いかもしれません。  

わかりにくい事例がありましたらご指摘いただき、われわれも気をつけて、

わかりやすくお伝えしたいと思います。  

放送についてのご意見を伺っておりますが、事前にいただいたアンケート

の中にも「4月以降の番組展開について聞きたい」とのご意見がありました

ので、新年度の新たな取り組みについて説明いただけないでしょうか。  

 

（坂本理事）  

新年度がスタートしましたので、ポイントをご説明させていただきます。  

NHK総合テレビでは、ニュース、報道番組、教養番組など従来どおり編

成をしていますが、若者のテレビ離れが進んでいる中、「現役世代」と表現

される59歳以下の方にも見ていただけるよう、大規模な改定を行いました。  

具体的には、平日夜間の7時のニュースの後に、家族で見ていただける番

組を編成するとともに、継続する番組についてもタイトルや内容を変え、例

えば、『ためしてガッテン』を『ガッテン！』に、『NHK歌謡コンサー

ト』も今回『うたコン』に変えています。  

また、『クローズアップ現代』については、「仕事から帰宅してから見ら

れるようにしてほしい」というご要望が多く寄せられていたことから、『ニ

ュース7』『ニュースウオッチ9』の後に、じっくり見られる報道番組『ク

ローズアップ現代＋』として、夜10時台に編成しました。  

夜11時台については、若い人たちにも見ていただけるよう、SNSなどイ

ンターネットを活用し、視聴者と直接やりとりができることも意識しながら

1日を振り返るニュース番組『ニュースチェック11』を設けました。  

続いて衛星放送についてです。報道、スポーツのチャンネルであるBS1で

は、従来のプロ野球、MLB以外にも8月のリオのオリンピック・パラリンピ

ックに向けた日本代表選考大会などオリンピックを強く意識した番組編成を

行っているところです。  

4年後の東京オリンピックに出場する有力候補として名乗りを上げること

になる若い選手を取り上げるなど、BS1を通して2020年の東京オリンピッ

ク・パラリンピックに向けた取り組みも強化していこうと思っています。  
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また、これまでは、放送時間の少なかったパラリンピックの放送時間につ

いて8月のリオデジャネイロの大会では、オリンピックと同じように総合テ

レビと衛星放送でお伝えしていく予定です。  

BSプレミアムについては、高品質な番組を制作するとともに、BSプレミ

アム「スペシャル」として、若者に人気のグループを取り上げた大型番組を

放送するなど、若い世代の人たちに見ていただく番組を編成しているところ

です。  

ラジオについては、地域の生活・命を守るというラジオの大きな使命のた

めに、ふだんからラジオを聞いてもらうことが大切だと考えています。  

ふだんからラジオを聞いていただき、いざというときに必ずラジオをつけ

てもらうために、夕方の5時台から6時台に新しく地域枠のラジオ番組を設

け、テレビやインターネットの時代となる中、もう一度ラジオと向き合い、

「ラジオの強化」ということを打ち出しています。  

インターネットで聞くラジオ『らじる★らじる』では、今年度から日本全

国の放送を聞けるように整備しております。全国で聞けるようになりますと、

仙台のラジオ放送が松山でも聞くことができるようになり、単なる全国放送

だけではなく、さまざまな地域の情報がラジオを通して聞けることになりま

す。    

いずれにしましても、経営計画の5つの重点方針の「命と暮らしを守る」

「放送局は、地域の『安全・安心』の拠点となる」「豊かで多彩なコンテン

ツを充実」ということに十分留意して、新しい番組を編成しています。  

そして、「地域の活性化、地域貢献に向けて地域放送に取り組んでほし

い」という声にお応えするため、地域発ドラマを年に8本程度制作し、BSプ

レミアムで放送することにしています。また、24時間、英語放送で海外に

発信している「NHKワールドTV」では、地域の話題、地域の文化や暮らし

を取り上げた番組を発信しており、例えば、四国では、瀬戸内海の鯛の話題

など、地域の話題が世界中に伝わるよう、力を入れているところです。  

 

【会場参加者】  

私は首都圏に44年間生活していましたが、NHKは雲の上の存在のようで

何か物申す機会などありませんでしたが、郷里へ帰ってきたところ、理由は

定かにわかりませんが、NHK松山放送局を非常に身近に感じるようになり

ました。  

「何かを追求することで、何かを捨てなければいけない」という話と関連

する話ですが、中央集権でお金をかけていけば、世界に通用するすばらしい

コンテンツができると思いますが、それでは、松山放送局が必要なくなって
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しまいます。私のように松山放送局を非常に身近に感じている視聴者もいる

ということをご理解いただき、番組づくりに取り組んでいただきたいと思い

ます。  

 

（泉谷局長）  

本当にありがとうございます。「私たちが何を考えているか」「何を取り

込もうとしているか」というご説明をさせていただきます。  

現在、松山の街のあちらこちらでロケを行い、松山の魅力を発信していこ

うというドラマを制作しています。『“くたばれ”坊っちゃん』という非常

に挑戦的なタイトルですが、坊っちゃんが松山から離れてしまった後、取り

残されてしまった「赤シャツ」の孫が主人公であり、彼の側から見たら“く

たばれ”ということですので、決して松山の方に嫌われるようなことはない

ようにしたいと思っています。  

このような地域発ドラマを通じて、皆さんがNHKをより身近に感じてい

ただけるよい機会になればと考えております。  

また、この5年間、夕方6時10分から放送しておりました『いよ×イチ』

という番組のタイトルと中身を一新し、『ひめポン！』というタイトルで、

皆さまの日常の関心に沿えるような番組を提供していきたいと考えています。    

現在、社会の中心にいるインターネット世代の人たちにとって、今までの

NHKの番組やニュース、特に夕方6時台の番組について、若干「退屈」「暗

い」という印象を持たれている方が多かったのですが、番組を刷新し、皆さ

んに親しく見ていただけるような番組となるよう、一生懸命、知恵を絞りな

がら松山放送局が一体となって、この『ひめポン！』をつくり上げていこう

と思っています。  

また、地域貢献のために、四国の拠点局である松山放送局として四国全体

を盛り上げるべく『Discover四国』というキャンペーンを考えています。こ

れは「観光、移住、交流、人口を増やしていこう」「四国の魅力は、本当に

たくさんあります」ということを、1年間、番組やニュースの中でご紹介し、

皆さんのご理解を得られるよう、四国各局が一丸となって取り組んでいきた

いと思っています。  

また、国際放送にも展開し、海外に発信することで、海外からたくさんの

方を四国に招致したいと考えています。  

また、ラジオ番組では、月曜日の夕方5時台に『ラジオまどんな』という

番組を新設しました。東日本大震災の際、被災地の方々の支えになったのは、

ラジオでしたが、ラジオ番組のリスナーの方と放送局の関係は近い関係にあ

ります。   
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災害は発生してほしくありませんが、災害が発生した際に、皆さんがどの

ような状況にあって、どのような手助けを必要としているか、ということを、

きちんと、そして親しくお知らせできるようなチャンネルをつくるべきだと

考えています。  

『ラジオまどんな』は、皆さんのインタビューやディスクジョッキーのよ

うな形で進めていく番組ですが、災害時においては、聴取者の皆さんと結び

つくような機能を持つ番組が開発できれば、と考えてスタートしています。  

 これからも一生懸命取り組んでまいりますので、ご支援くださいますよう

お願い致します。  

 

（森下委員）  

経営委員会において今年度の番組編成方針の説明を受けた際、「地域の安

全・安心にかかわるような番組をもっと取り上げてほしい」ということを申

し上げ、「ふだんの安心・安全」について、その地域の課題をできるだけ取

り上げることを、編成方針に示してもらいました。  

私が住んでいる地域である大阪放送局では、自転車事故による死亡事故が

非常に多発していることについて番組の中で取り上げていますが、特に安

心・安全に関する地域の課題について、できる限り地域放送の枠で取り上げ

ることがことしの方針となっていますので、皆さまも松山放送局にご意見や

ご要望をお寄せいただきたいと思っています。  

 

（泉谷局長）  

実は、これまでもラジオ番組では、防災情報をさまざまな形で放送させて

いただいています。『四国だ！ゴーゴー』という毎週土曜日の番組や、毎週

1回は、防災の専門家に話を聞く枠も設けています。そして、今回新たに、

『ラジオまどんな』を立ち上げたということです。  

 

【会場参加者】  

現在、世界に公共放送というのは、いくつあるのでしょうか。  

また、NHKでは、BBCやカナダなど海外の放送局と協力して番組を制作

していますが、これからも海外の放送局と協力して番組を制作していく計画

はあるのでしょうか。  

 

（坂本理事）  

「世界公共放送番組会議」という国際会議には、少なくとも40以上の公

共放送の代表が集まりました。  
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（安齋理事）  

国際共同制作という形で、経費を出し合って番組を制作する計画がありま

す。例えば、社会問題や人口問題、食料問題エネルギー問題など共通の課題

がある場合や、経費がかかったり、長期取材が必要な番組などについて、ほ

かの国の放送局と折り合いがつけば共同で制作するようにしています。  

 

【会場参加者】  

今、4Kのテレビが話題になっていますが、非常にきれいな画像で、わが

家にも導入しようかと迷っているところに8Kの話が出てきたので、4Kのテ

レビを購入すべきか結論を出せないでいます。8Kのテレビは、いつごろ世

に出てくるのでしょうか。  

 

（坂本理事）  

欧米を中心としたテレビの番組のコンテンツの見本市「MIPTV」におい

て、4Kで撮影したドラマ『精霊の守り人』の上映会を開催し、非常にクリ

アな仕上がりになっている映像を、楽しんでいただきました。  

4K、それから先にあります8Kを合わせて「スーパーハイビジョン」と呼

んでいますが、リオデジャネイロのオリンピックが始まることしの8月から

試験放送が始まります。まだ試験段階ですが、8月には松山放送局も含めた

各地の放送局に8Kテレビを設置し、8Kの映像をご覧いただく予定です。  

4Kは2018年から実用放送を開始し、2020年の東京オリンピック・パラリ

ンピックのときには、8Kでも見ていただけるよう準備を進めています。  

ただし、一般のご家庭の中でご覧いただくようになるには、まだ技術的な

問題やコストの問題などにより、もう少し工夫する必要があるとは思います

が、受信機メーカーも4Kについては、動き出しています。  

われわれ放送を制作する側にとっては中身が問題であり、中身がよいもの

でなければ、視聴者の方に満足していただくことができません。オリンピッ

クはもちろんですが、日本各地の自然や祭りなどを撮って4K・8Kのコンテ

ンツを蓄積しているところです。  

 

【会場参加者】  

以前、地域の情報番組でイベント情報が紹介された際、短い時間だったの

で詳しい情報を聞き逃してしましました。  

このような場合、今までは松山放送局に問い合わせをする必要がありまし

たが、今後は、データ放送や、ハイブリッドキャストで必要な情報が取り出

せるようになれば便利だと思います。  
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地域情報の提供にあたり、利便性の向上について検討されていますでしょ

うか。  

 

（泉谷局長）  

地域の情報をご紹介する際、主催団体の連絡先や電話番号などをお知らせ

していると思いますが、今のご意見を深く受け止め、考えさせていただきた

いと思います。  

 

（坂本理事）  

各地の放送局でそれぞれのホームページを開設しており、お調べいただく

ことができます。また、ホームページでは繰り返しご覧いただくことができ

ますので、ぜひ、ご覧いただきたいと思います。  

 

【会場参加者】  

主催者や場所などの情報が、画面上に文字で表示されれば、すぐに問い合

わせることができます。現在は、文字で表示されておらず、これからの課題

として受けとめていただけるとありがたいです。  

 

【会場参加者】  

地域の情報源は、地方自治体からの情報が多いように思われますが、

NPOの情報やイベントにも、役立つものがありますので、情報を発信いた

だきたいと思います。  

また、問い合わせ先が表示されることで、興味を持った視聴者が問い合わ

せるという、双方向の機会が増えればよいと思っています。  

以前、私が主催している介護予防教室の情報を民間のフリーペーパーに無

料で掲載してもらい、役立ったことがありました。NHKでも同様に掲示板

のような機能はあるのでしょうか。  

 

（泉谷局長）  

今のところはないと思いますが、今後の課題としてご意見を頂戴しました。

ありがとうございます。  

 

（司会）  

現在は、お昼前の情報番組などで、お知らせとして流すということぐらい

だろうと思いますが、見逃した際、ホームページ等で見ることができれば、

また一歩便利になると思います。ありがとうございました。  
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【会場参加者】  

私の母が松山放送局にかつて在籍していたアナウンサーの方が全国のニュ

ースに出ていると、声だけで「あ、何々アナウンサーだ」と言っているのを

思い出しました。  

「全体最適」について話されている中で、「効率化」という言葉も使われ

ていましたが、地方に住む高齢者の方にとって地域の放送局の価値や重みは

非常に大きく、地域の放送局出身のアナウンサーの声を何十年もずっと覚え

ているような高齢者の思いを感じていただきながら、「全体最適」というこ

とをお考えいただければありがたい、と感じました。  

 

（坂本理事）  

「全体最適」とは「NHKの業務改革」ととらえていただければ、一番わ

かりやすいと思います。公共放送の使命として果たさなければならない全国

の地域の情報も含めて、サービスを絶対低下させてはならないということは、

私たちにとっての原点ですので、しっかりと取り組んでいきたいと思います。  

そして、放送だけではなく、インターネットやデジタル機能を組み合わせ

て、地域の情報をより多角的に、質を向上させて伝えていくことが求められ

ているのだと思っています。  

また、国内放送だけではなく、国際放送において日々、世界に向けて発信

していく時代にもなっています。  

松山も外国からお客様が大変増えていると聞いておりますが、地域の情報

を海外に発信するともに、地域の皆さまにも地域の情報が海外に発信されて

いるということを受け取っていただき、情報のキャッチボールをしていきた

い、と思っています。  

外国からのお客様も、最近は非常に目が肥えており「東京と京都はもう大

体わかった。まだ知らないところに行きたい。まだ知らない地域の情報が欲

しい」という話をいただくことが結構あります。そこで国際放送では、しま

なみ海道を自転車で回る番組、伊予鯛を紹介する番組、最近、外国の方に人

気の俳句を取り上げた『俳句マスターズ』という番組を世界に発信していま

す。  

ただいまご紹介した番組は、英語での放送となりますが、もちろん日本語

の字幕も入ります。また、日本の皆さまにも国際放送の番組をご覧いただけ

るよう「NHKワールドTV」の無料アプリを展開しています。  

また、こだわりを持った逸品を作る日本の中小企業を取り上げて、国際放

送で放送すると、世界中から「あの企業はどこにあるか」「あの技術を知り
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たい」という問い合わせが来ることがあります。そのとき、地域と世界をむ

すぶ情報のキャッチボールを行う役目を果たしていきたいと考えています。

そして、よい番組については、国内に向けても放送していく、ということを

進めているところです。  

 

（安斎理事）  

アナウンサーを大切に思っていただき、本当にありがとうございます。  

ことしも14人の新人アナウンサーが採用され、それぞれ地域の放送局に

配属となりますので、応援していただきたいと思っています。  

また、東京で活躍した方たちを、再び地域の放送局に戻し、また活躍して

いただこうと考えています。東京とそれぞれの地域を頻繁に行き来しながら、

皆さまに番組をお届けしてまいりますので、よろしくお願い致します。  

 

【会場参加者】  

新番組が始まったばかりですが、NHKらしいお勧めの番組はありますか。  

 

（坂本理事）  

来週から新しいラインナップが始まりますが、特に夜7時半の時間帯を注

目していただきたいと思っています。  

 これまで夜8時からお送りして『鶴瓶の家族に乾杯』を、7時半に繰り上

げるとともに、前編後編2回に分けていたものを1回にまとめて、75分番組

として放送します。  

火曜日の『歌謡コンサート』を『うたコン』と名前を変え、内容も演歌中

心だったものにポップスも取り入れて、幅広い世代の方にも見ていただける

番組にしたいと思っています。  

さらにその後、夜10時台で放送していた『サラメシ』を8時15分からに繰

り上げ、『うたコン』の楽屋でのお弁当を『サラメシ』で取り上げるなど、

連携していきたいと思います。  

水曜日の『ためしてガッテン』は『ガッテン！』と名前を変え、素材を世

界に求め、日本中の研究者の方たちの知恵を集めて、お伝えしたいと思って

います。また、その後の7時半から『ファミリーヒストリー』を10時から繰

り上げて放送します。  

夜10時台は、10時からの『クローズアップ現代＋』の後、10時25分から

『プロフェッショナル』『グッと！スポーツ』『ドクターG』『LIFE！』

などを放送する予定です。  

10時25分という放送開始時間について「中途半端な時間では」と、言わ
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れることがありますが、放送を開始してからこの4日間のデータでは、視聴

率が下がらず、10時台の後半に民放からNHKにチャンネルを変えて見てい

ただけるようになりましたので、今後に期待しています。  

 

（司会）  

これまで、参加いただいた皆さまからさまざまなご意見を頂戴いたしまし

たが、このたびの語る会を通しての感想を、各経営委員よりお願いします。  

 

（浜田委員長）  

経営、番組、放送について、さまざまな点で大事なご指摘、ある意味では

厳しいご指摘をいただきました。  

いずれのテーマも、NHKにとっては非常に今日的なテーマだと思います。

特にきょうは、地域にお伺いしなくては聞くことのできない、NHKと地方

とのかかわり、地域の活性化についての貴重なご意見をいただきました。  

いただきましたご意見は、経営委員会に持ち帰り、共有し、今後のNHK

の経営改善に生かしていきたいと思います。本日はありがとうございました。  

 

（井伊委員）  

本日は大変貴重なご意見をいただき、ありがとうございました。  

市電の音を聞くと、松山に帰ってきたなという気がして、とても楽しい時

間を過ごすことができました。  

皆さまのご意見が大変参考になりました。そして、皆さまからいただいた

貴重なご意見をほかの経営委員とも共有してまいります。  

また、ホームページなどを通じて、これからもご意見などをお寄せいただ

きたいと思います。  

私たち経営委員もさらに努力してまいりますので、これからもよろしくお

願い致します。  

 

（森下委員）  

本日、皆さまからいただいたお話の中でも「全体最適」の話や「アナウン

サーの声を覚えていただいている」という話が非常に印象的でした。  

私たちも「全体最適」というのは、「合理化」ではなく、「必要なところ

に人をシフトして質を上げていく」ととらえており、特に地域放送を充実し

ていかなければならない、と思っています。  

そのためには、まとめたほうがよいものはまとめていく、ということであ

り、四国では、よりよい番組作りに向けて、松山に制作チームを集める一方、



 

23 
 

アナウンサーなどは集約するのではなく、各地に配置し、連携していくとい

うことを、各放送局長が責任をもって、組織運営に取り組んでいます。そし

て、経営委員としては、組織運営がうまく機能しているかどうかをチェック

していきたいと思っています。  

きょう、皆さまからいただいたご意見は、本当に参考になりました。ぜひ、

いただいたご意見を今後に生かしてまいりたいと思っています。  

ありがとうございました。  
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→質問１：性別

男 女

10 17 未記入5

10代 ２0代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代

7 9 10 5 1

放送（テレビ） 放送（ラジオ） ＨＰ 新聞 知人 その他

7 1 6 5 14 1

大変満足 満足 普通 不満 大変不満

10 16 3 2 　未記入1

　

経営重要事項 経営全般 放送 講演会 特になし

5 8 9 17 1 　未記入2

よく知っていた 知っていた 知らなかった その他

1 9 21 1

深まった 変わらない わからない その他

25 3 1 1 　未記入2

＜視聴者のみなさまと語る会iｎ松山＞　参加者当日アンケート

→質問2：今回のイベントを何でお知りになりましたか（複数回答）

→質問6：今回のイベントに参加して、ＮＨＫ経営委員会の活動について理解が深まりましたか

　　参加者数　　33名　　

　　回収数　  　 32枚　　

→質問1：年齢

→質問3：今回のイベントに参加していかがでしたか

→質問4：印象に残ったコーナーはどこでしたか（複数回答）

→質問5：ＮＨＫ経営委員会の仕事を知っていましたか
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＜アンケートに寄せられた主なご意見＞  

 

【経営全般について】  

 

○  現行の放送法が前提となっては、改革は進まない。放送法の改定・ 改

善も一考すべきではないか。  

○  会長を選んだ経営委員会は、選んだ以上、責任をもって会長の発言等に

目を光らせてほしい。  

○  政府だけの代弁者にならないで欲しい。  

○  次の会長は、なるべく失言のない思慮深い方を選んでいただきたい。   

公共放送のトップには、その認識を改めて持っていただくよう教育    

（研修）をしていただきたい。  

○  8K や放送とインターネットサービスとの連動に期待している。  

 

 

【放送について】  

 

○  地域発信ニュースなどで取り上げてほしい情報があれば、どこに連絡   

すればいいのか教えてほしい。  

○『ひめポン』を「頑張っているな」と思って、見ている。  

○  最近、ドラマがおもしろくなくなったような気がするが、NHK はすご

く頑張ってくれているように思う。  

○  『クローズアップ現代』のキャスター降板に違和感を感じた。報道の   

自由が揺るぎそうで心配。  

○『おひるのたまご』の情報番組やイベント情報が役立っている。引き続き     

期待している。  

○  一部の業界や団体などからの圧力に負けないでほしい。  

○  愛媛発地域ドラマで「オランダおいね」を制作してほしい。  

○  小さいときから『紅白歌合戦』を生で見るのが夢だった。たくさんの   

人々の夢を叶えるため、NHK ホールではなく、もっと大きな会場でたく

さんの人が見られるようにするなど何か工夫してほしい。  

○  大河ドラマ『篤姫』を再放送してほしい。また、BS の朝の連続テレビ

小説の再放送は『純情きらり』を放送してほしい。  

○  朝のニュースで、画面上に出る天気情報がすぐに他地域に変わってしま

う。家事をしながらでも、情報がわかるようにしてほしい。  

○  新ドラマ『“くたばれ”坊っちゃん』を楽しみにしている。  
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【運営・その他について】  

 

○  経営委員と執行部の方が、真摯に回答をしていたのが印象に残った。  

○  質問に一つ一つ丁寧に答えていただき、NHK を知ることができた。  

○  高齢の参加者が多かったので、年代別の「語る会」も必要ではないか  

○  松山放送局と地域のつながりがもっともっと強くなってほしい。参加し

て、とてもよかった。  

○  松山放送局に在籍していた方が活躍されているのがうれしい。  

○  ますます NHK のファンになった。  

○  今回のような会をできる限り多く開催してほしい。そして、もっと時間

を充分にとっていただきたい。  

○  テレビとは、「自分が見たいものを、見たいように、見ればよい」と思

っている。  

○  NHK を応援している。  

○  発言の機会が制限されたのが残念だった。  

○  参加した視聴者の皆さんがよく勉強していたので、驚いた。  

○  放送を通じて、より充実して生きられる世界がミクロにグローバルに   

想像できて、楽しかった。  

○  どこの会社でも上司に左右されることが多々ある。よい上司だとよい仕

事ができる。管理者が現場で働く人の意見を常に取り入れ、管理者が態度

を改め、向上してほしい。経営も放送も下から上へ評価する態勢が整わな

ければ、全体的に上がっていかない。  

○  一つ一つ丁寧に答えていただき、ありがたかった。今後、番組の見方が

変わるような気がする。  

○  参加して、より NHK を身近に感じることができた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 


